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研研究究概概要要

研研究究背背景景

AI 社会基盤工学

本研究室では、気候モデルシミュレーションで再現される現象と観測値との関係性を機機械械学学習習でで認識し
て地地域域詳詳細細のの気気候候変変動動特特性性をを推推定定する手法を開発しています。本手法は統計的手法でありながら、力学的
手法のように様々な気象要素（降水など）の時間変化の推定します。また、計計算算ココスストトがが低低くく、、高高解解像像度度
化化及及びびババイイアアスス補補正正がが可可能能です。本手法により、水水災災害害、、水水資資源源、、農農業業、、健健康康影影響響などの様々な気候変動
リスクがより高精度の推定が可能になると期待されます。

将将来来へへのの展展望望
数値シミュレーションと機械学習手法（強化学習）と組み合わせることにより、被害を最小限に抑制し

速やかに復旧するための有効な対策を講じることが可能になると予想されます。本研究室では、AI予測研
究をさらに発展させ、領域-地球システムを理解しながら、災災害害にに強強いい（極端現象が起こっても被害が極
めて小さく、復旧が早い）社社会会のの実実現現に向けて取り組んでいます。

気候モデルシミュレーション
(CMIP6 MIROC Historical)

機械学習推定値

解像度：150km 解像度：10km

ERA5land 再解析値
mm h-1

機械学習による30年間平均降水量の高解像度化と気候変動の解明

高解像度化

解像度：10km

※気候モデルシミュレーション
の時間降水量を高解像度化

⇩
豪雨イベントによる洪水リスク評
価等に利用可能

気候変動リスク推定
水災害、水資源
農業
健康影響
都市機能
インフラ、物流
自然エネルギー

気候変動メカニズムの解明

大気、陸域、海洋の
様々な現象に適用

解釈可能性

理論、観測事実に基づく仮説検証
機械学習を用いた感度実験
手法の信頼性向上

機械学習による高解像度化

気候モデル
シミュレーション
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本手法による
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観測
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バイアス補正

高解像度化

グローバル気候変動影響評価のための本手法の適用事例
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